様式第1号捨印


水洗便所改造資金融資あっ旋申込書

令和　　　年　　　月　　　日
玉野市長　殿
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
生年月日　 　　　　年　　　月　　　日　　　
電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　

連帯保証人　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
生年月日　　 　　　年　　　月　　　日　　　
電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　

連帯保証人　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
生年月日　　　　 　年　　　月　　　日　　　
電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　

　玉野市水洗便所改造資金融資あっ旋に関する規則第６条に基づき、水洗便所改造資金融資あっ旋を受けたいので次のとおり申し込みます。
　また、それに伴い市税の納付状況を確認されることを、申請者・連帯保証人共に承諾します。

	水洗便所改造場所
	玉野市

	工事見積額
	円
	指定工事店名
	

	融資希望額
	円
	償還希望回数
	回払
元金ほぼ均等償還

	借入希望金融機関名
（支店名）
	
	融資金振込
口座番号
	当座
普通
	
	
	
	
	
	
	

	申請者職業
（又は勤務先）
	
	申請者
月平均所得
	



· 添付書類　　  水洗便所改造工事見積書、申請者及び連帯保証人の印鑑登録証明書、申請者及び
連帯保証人の所得証明書
· 融資あっ旋の要件　　裏面のとおり
	市記載欄


· 市税　　　　　　□ 玉野市下水道料金　　　　　　□ 玉野市公共下水道事業受益者負担金

	決裁欄

	課　長
	課長補佐
	主　幹
	係　長
	係





· 　融資あっ旋を受けることができる者の資格

１．下水道法第１０条の規定による排水設備設置義務者、又はこれに準ずる者
　（建築物の所有者の同意を得た場合に限る。）で住居にかかる当該義務を履行した者で
あること。

[bookmark: _GoBack]　　　　２．市税及び玉野市公共下水道事業受益者負担金等の滞納のない者であること。
　
　　　　３．市長が自己資金のみでは工事費用を一時に負担することが困難と認めた者であること。

　　　　４．融資金の償還能力を有し、かつ確実な連帯保証人があること。

　　　　５．過去に何らかの理由により金融機関から取引停止処分を受ける等、特に市長に
　　　　　おいて不適当と認められる者でないこと。



· 　連帯保証人の資格

１．玉野市に１ヶ年以上居住し、独立の生計を営む者であること。
　　　　　ただし、市外（県内）で保証能力が確認でき、市長が特に必要と認めた者については、
　　　　　この限りではない。
　
　　　　２．玉野市の市税及び公共下水道事業受益者負担金並びに下水道使用料の滞納のない者で
　　　　　あること。

　　　　３．弁済能力を有するものであること。

